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111 まえがき

【
第
二
回
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係（
交
流
）史
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】
論
文
に
つ
い
て

以
下
に
収
録
さ
れ
た
各
論
考
は
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
五
日
、
韓
国
・
長
老
会
神
学
大
学
校
（
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
・
統
合
派
）
で

開
催
さ
れ
た
「
第
二
回
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
（
交
流
）
史
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
の
講
演
お
よ
び
コ
メ
ン
ト
に
基
づ
き
、
各
担
当

者
自
身
が
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
――
日
本
に
よ
る
韓
国
の
強
制
併
合
一
九
一
〇
年
よ
り
一
〇
〇
年
――
を
期
し
て
開
始
さ
れ
た
本
研
究
は
、
二
〇
一
一
年
二

月
に
東
京
で
第
一
回
研
究
会
を
開
催
し
、
先
行
研
究
の
概
観
と
整
理
を
行
っ
た
。
そ
し
て
第
二
回
と
な
る
今
回
は
「
三
・
一
独
立
運
動
と
民

族
自
決
主
義
」
を
主
題
に
掲
げ
、
韓
日
双
方
よ
り
講
演
者
と
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
立
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
開
催
し
た
。

韓
国
か
ら
の
講
演
者
は
「
三
・
一
運
動
の
準
備
過
程
と
キ
リ
ス
ト
者
の
役
割
」
と
題
し
、
李イ
・
チ
マ
ン

致
萬
・
長
老
会
神
学
大
学
校
研
究
教
授
が
担

当
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
日
本
か
ら
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
松
谷
好
明
・
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
教
授
が
応
答
し
た
。
ま
た
日
本
か

ら
「
一
九
一
〇
年
代
の
韓
日
教
会
と
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
――
現
代
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
」
と
の
題
で
松
本
周
・
聖
学
院
大
学
総
合
研

究
所
助
教
が
講
演
、
韓
国
か
ら
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
朴パ
ク

ヨ
ン
ク
ォ
ン
長
老
会
神
学
大
学
校
研
究
教
授
が
担
当
し
た
。
講
演
お
よ
び
議
論
の

具
体
的
内
容
は
各
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
の
発
表
は
各
演
者
の
母
国
語
で
行
い
（
松
本
講
演
の
挨
拶
の
み
韓
国
語
）、
韓
日
両
国
語
の
原
稿
を
配
布
し
た
が
、

今
回
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
す
べ
て
を
日
本
語
で
収
録
し
た
。
韓
国
語
版
に
つ
い
て
は
、
長
老
会
神
学
大
学
校
に
よ
り
公
刊
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

（
松
本　

周
）
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